
６理－1 

 

第６学年 理科年間指導計画（ １０５時間 ①３７ ②４７ ③２１ ） 

月 単元・教材名 学習目標・学習活動 
時

数 
評価規準 関連・系統 

４月 

(6) 
●いろいろな角度から、考えてみよう（１） １   

●地球と私たちのくらし（２） 

(1)地球と私たちのくらし ○地球と私たちの暮らしとの関わりに興味をもち，人が地球

から受ける恵みや地球の変化による人の暮らしへの影響，人

の暮らしが地球環境に与える影響について話し合い，考える

ことができる。 

・人は地球からどのような恵みを受けているか，地球の変化

によってどのような影響を受けるか，また，人の暮らしが地

球にどのような影響を与えるかについて考える。 

１ 

【思判表】 

・人と環境について考察する中

で，人と環境との関わりについ

て，より妥当な考えをつくりだ

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

【態】 

・人と環境との関わりについての

事物・現象に進んで関わり，粘り

強く，他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

小3「1．春の

しぜんにと

び出そう」

「5．こん虫

を調べよう」 

小4「1．あた

たかくなる

と」「6．暑く

なると」「9．

すずしくな

ると」「13．寒

くなると」

「15．生き物

の１年をふ

り返って」 

中1「(2)大地

の成り立ち

と変化」 

中2「(4)気象

とその変化」 

中3「(6)地球

と宇宙」「(7) 

自然と人間」 

○人の暮らしが環境とどのように関わり合っているかを，空

気，水，大地の観点で考え，これからの学びに見通しを持つ

ことができる。 

・人の暮らしが環境とどのように関わり合っているか考え，

これからの学びに見通しを持つ。 

・植物の体の働きを調べるために，ホウセンカの種子やジャ

ガイモのたねいもを植える。 

１ 

１ 物の燃え方と空気（８） 

(1)物が燃え続けるには ○瓶の中のろうそくを燃え続けさせる方法に問題を見いだ

し，自らの予想や計画を基に，調べることができる。 

・物を燃やし続けるにはどうすればよいか考え，物の燃え方

について問題を見いだす。 

・集気瓶の中でろうそくを燃やし続ける方法を調べる。(実

験①) 

１ 

【知技】 

・植物体が燃えるときには，空気

中の酸素が使われて二酸化炭素

ができることを理解している。 

・燃焼の仕組みについて，実験な

どの目的に応じて，器具や機器な

どを選択して，正しく扱いながら

調べ，それらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

【思判表】 

・燃焼の仕組みについて見いだし

た問題について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・燃焼の仕組みについて，実験な

どを行い，得られた結果を基に考

察する中で，物が燃えたときの空

気の変化について，より妥当な考

小4「11．物

の体積と温

度」「12．物の

あたたまり

方」 

中1「(2)身の

回りの物質」 

中2「(4)化学

変化と原子・

分子」 

中3「(6)化学

変化とイオ

ン」「(7)科学

技術と人間」 

(2)物を燃やすはたらき

のある気体 

○実験の結果を基に，どのようなことがいえるかを考え，物

が燃え続けるには絶えず空気が入れ替わる必要があると捉

えることができる。 

・実験結果を基に，物が燃え続けるにはどのようなことが必

要といえるか考える。 

・物が燃えるためには空気が必要であることをまとめる。 

・空気の成分について知る。 

１ 

○窒素，酸素，二酸化炭素を集気瓶に捕集して，どの気体に

物を燃やす働きがあるかを調べ，空気中の酸素には，物を燃

やす働きがあることを捉えることができる。 

・窒素，酸素，二酸化炭素のうち，物を燃やす働きがある気

体はどれかを調べ，まとめる。(実験②) 

１ 
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５月 

(10) 

(3)空気の変化 ○物が燃える前と燃えた後の瓶の中の空気の変化について

問題を見いだし，空気中の酸素や二酸化炭素の変化を石灰水

や酸素センサー，気体検知管を正しく使って調べ，記録する

ことができる。 

・物が燃える前と物が燃えた後の空気の変化について，石灰

水や酸素センサー，気体検知管で調べる。(実験③) 

２ 

えをつくりだし，表現するなどし

て問題解決している。  

【態】 

・燃焼の仕組みについての事物・

現象に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解決し 

ようとしている。 

・燃焼の仕組みについて学んだこ

とを学習や生活に生かそうとし

ている。 

○実験結果を基に，どのようなことがいえるかを考え，物が

燃えると空気中の酸素の一部が使われて二酸化炭素ができ

ることを捉えることができる。 

・実験結果を基に，物が燃える前と物が燃えた後の空気の変 

１ 

  化について考える。 

・物が燃えると，空気中の酸素の一部が使われて，二酸化炭

素ができることをまとめる。 

 

  

○これまでの学習を振り返って，物の燃え方と空気の変化に

ついてまとめることができる。 

・物が燃えるときの空気の働きについて，学んだことをまと

める。 

１ 

●学びをつなごう 

・空気について考えよう 
１ 

２ 動物のからだとはたらき（９） 

(1)食べ物のゆくえ ○人や他の動物が生きていくためには何が必要かに興味を

もち，気付いたことや疑問に思ったことを話し合い，動物が

生きていくための体の働きについて問題を見いだすことが

できる。 

・漫画を読んで，人や他の動物が生きていくためには何が必

要か考え，動物が生きていくための体の働きについて問題を

見いだす。 

１ 

【知技】 

・体内に酸素が取り入れられ，体

外に二酸化炭素などが出されて

いることを理解している。 

・食べ物は，口，胃，腸などを通

る間に消化，吸収され，吸収され

なかった物は排出されることを

理解している。 

・血液は，心臓の働きで体内を巡

り，養分，酸素及び二酸化炭素な

どを運んでいることを理解して

いる。 

・体内には，生命活動を維持する

ための様々な臓器があることを

理解している。 

・人や他の動物の体のつくりと働

きについて，観察，実験などの目

的に応じて，器具や機器などを選

択して，正しく扱いながら調べ，

それらの過程や得られた結果を

適切に記録している。 

【思判表】 

・人や他の動物の体のつくりと働

きについて見いだした問題につ

いて，予想や仮説を基に，解決の

方法を発想し，表現するなどして

問題解決している。 

・人や他の動物の体のつくりと働

小3「1．春の

しぜんにと

び出そう」3．

チョウを育

てよう」「4．

風やゴムで

動かそう」

「5．こん虫

を調べよう」 

小4「2．動物

のからだの

つくりと運

動」 

小5「8．人の

たんじょう」 

中1「(1)いろ

いろな生物

とその共通

点」 

中2「(3)生物

の体のつく

りと働き」 

中3「(5)生命

の連続性」

「(7)自然と

人間」 

○人や他の動物は，食べ物の養分をどのようにして取り入れ

ているかに興味をもち，ご飯粒を用いて，唾液がでんぷんを

消化するはたらきを調べることができる。 

・唾液がでんぷんを変化させるかどうかご飯粒で調べる。

(実験①) 

１ 

○実験結果を基に，どのようなことがいえるかを考え，唾液

の働きについて捉えることができる。また，資料などを調べ，

消化の仕組みや消化管のつくりをまとめることができる。 

・実験結果を基に，唾液がでんぷんを変化させたといえるか

考え，まとめる。 

・消化と吸収の仕組み，消化管と消化液の働きを調べ，まと

める。 

・動物の消化管のつくりを捉える。 

・肝臓の働きについて調べ，まとめる。 

２ 

(2)吸う空気とはく空気 ○人や他の動物は，空気を吸って，空気中の何を取り入れて

いるかについて問題を見いだし，解決するための方法を考

え，吐き出した空気と吸う空気の違いを調べることができ

る。 

・呼吸の働きについて予想し，吐き出した空気と吸う空気は

どのように違うかについて，石灰水や酸素センサー，気体検

知管で調べる。(実験②) 

１ 
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６月 

(12) 

○実験結果を基に，人は呼吸によって酸素を取り入れ，二酸

化炭素などを出していることを捉えることができる。また，

肺のはたらきを調べ，まとめることができる。 

・実験結果を基に，呼吸について考え，まとめる。 

・肺の働きと呼吸の仕組みを調べ，まとめる。 

・動物の呼吸の仕組みを捉える。 

１ 

きについて，観察，実験などを行

い，得られた結果を基に考察する

中で，体のつくりと呼吸，消化，

排出及び循環の働きについて，よ

り妥当な考えをつくりだし，表現

するなどして問題解決している。  

【態】 

・人や他の動物の体のつくりと働

きについての事物・現象に進んで

関わり，粘り強く，他者と関わり

ながら問題解決しようとしてい

る。 

・人や他の動物の体のつくりと働 

(3)血液のはたらき ○血液の通り道に興味をもち，自分の体の血液の通り道を探

して拍動数と脈拍数を測ったり，血液の通り道について資料

を調べたりして，血液は心臓のはたらきで体内を巡り，酸素

や養分などを運んでいることを捉えることができる。 

・資料や教科書の図などで全身の血液の通り道を調べる。

(観察①) 

１ 

  ・全身の血液の流れと働きについてまとめる。 

・脈拍数と心臓の拍動数を比べる。 
 

きについて学んだことを学習や

生活に生かそうとしている。 

 

○体の中でいらなくなった物のゆくえについて調べ，腎臓の

はたらきについてまとめることができる。 

・腎臓の働きを調べ，まとめる。 

・メダカやウサギの血管や血液の流れを観察する。 

１ 

(4)人のからだのつくり ○既習の内容を基に，生きていくための体の仕組みについて

考え，人や他の動物の体の中には，様々な臓器があり，それ

らの臓器が互いに関わり合いながら生命が維持されている

ことを捉えることができる。 

・人の体内にある臓器について，それぞれの名称や体内の位

置を確かめる。 

・生きていくための体の仕組みについて考え，説明する。 

・動物の体の働きについて，学んだことをまとめる。 

１ 

３ 植物のからだのはたらき（９） 

(1)植物の水の通り道 ○漫画を読んで，植物の体の働きについて問題を見いだすこ

とができる。また，根から取り入れられた水は，植物の体の

どこを通って全体に運ばれるのかを予想し，進んで植物を色

水に入れてどこが染まるかを調べ，植物には水の通り道があ

ることを捉えることができる。 

・漫画を読んで，植物の体の働きについて考え，問題を見い

だす。 

・植物を着色した水に入れて，植物の体の水の通り道を調

べ，まとめる。(実験①) 

２ 

【知技】 

・植物の葉に日光が当たるとでん

ぷんができることを理解してい

る。 

・根，茎及び葉には，水の通り道

があり，根から吸い上げられた水

は主に葉から蒸散により排出さ

れることを理解している。 

・植物の体のつくりと働きについ

て，観察，実験などの目的に応じ

て，器具や機器などを選択して，

正しく扱いながら調べ，それらの

過程や得られた結果を適切に記

録している。 

【思判表】 

・植物の体のつくりと働きについ

て見いだした問題について，予想

や仮説を基に，解決の方法を発想

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

・植物の体のつくりと働きについ

て，観察，実験などを行い，得ら

れた結果を基に考察する中で，体

小3「1．春の

しぜんにと

び出そう」3．

チョウを育

てよう」「4．

風やゴムで

動かそう」

「5．こん虫

を調べよう」

小4「1．あた

たかくなる

と」「2．動物

のからだの

つくりと運

動」「6．暑く

なると」「9．

すずしくな

ると」「13．寒

くなると」

「15．生き物

の１年をふ

り返って」 

小5「2．植物

○葉まで運ばれた水が葉などから出ているかを調べ，根から

吸い上げられた水は，主に葉から水蒸気として排出されてい

ることを捉えることができる。 

・葉まで運ばれた水が葉などから出ているか調べ，水は水蒸

気になって葉から出ていくことをまとめる。(実験②) 

・気孔を観察する。 

１ 

(2)植物と日光のかかわ

り 

○植物がよく成長するために日光が必要なのはなぜかに問

題を見いだし，自らの予想を基に，解決するための方法を考

えることができる。 

・植物がよく成長するために日光が必要な理由を考え，葉に

日光が当たるとでんぷんができるか調べる方法を考える。 

２ 

○日光に当てた葉と当てなかった葉を取って，でんぷんがあ

るかどうかを調べ，結果を適切に記録することができる。 

・葉に日光が当たるとでんぷんができるかどうか調べる。

２ 
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(実験③) 内の水などの行方及び葉で養分

をつくる働きについて，より妥当

な考えをつくりだし，表現するな

どして問題解決している。  

【態】 

・植物の体のつくりと働きについ

ての事物・現象に進んで関わり，

粘り強く，他者と関わりながら問

題解決しようとしている。 

・植物の体のつくりと働きについ

て学んだことを学習や生活に生

かそうとしている。 

の発芽と成

長」「4．花か

ら実へ」 

中1「(1)いろ

いろな生物

とその共通

点」 

中2「(3)生物

の体のつく

りと働き」 

中3「(5)生命

の連続性」

「(7)自然と

人間」 

７月 

(9) 

○実験結果を基に，どのようなことがいえるかを考え，植物

の葉に日光が当たるとでんぷんができることを捉えること

ができる。また，植物の体のはたらきについて学習したこと

をまとめることができる。 

・実験結果を基に，葉に日光が当たるとでんぷんができるか

考え，まとめる。 

・植物の水の通り道や日光との関わりについて，学んだこと

をまとめる。 

１ 

●学びをつなごう 

・植物について考えよう 
１ 

 ４ 生き物のくらしと環境（８） 

(1)食べ物をとおした生

き物のかかわり 

○絵や写真を見て，生物は，他の生物や周りの環境とどのよ

うに関わっているかに問題を見いだし，食べ物を通した生物

の関わりについて，進んで人の食べ物の元をたどって調べる

ことができる。 

・絵や写真を見て，生物は他の生物や周りの環境とどのよう

に関わっているか考え，生物と環境との関わりについて問題 

を見いだす。 

・人の食べ物の元は何かを調べ，まとめる。(調査①) 

１ 

【知技】 

・生物は，水及び空気を通して周

囲の環境と関わって生きている

ことを理解している。 

・生物の間には，食う食われると

いう関係があることを理解して 

いる。 

・生物と環境について，観察，実

験などの目的に応じて，器具や機

器などを選択して，正しく扱いな

がら調べ，それらの過程や得られ

た結果を適切に記録している。 

【思判表】 

・生物と環境について見いだした

問題について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・生物と環境について，観察，実

験などを行い，得られた結果を基

に考察する中で，生物と環境との

関わりについて，より妥当な考え

をつくりだし，表現するなどして

問題解決している。  

【態】 

・生物と環境についての事物・現

象に進んで関わり，粘り強く，他

者と関わりながら問題解決しよ

うとしている。 

・生物と環境について学んだこと

を学習や生活に生かそうとして

いる。 

小3「1．春の

しぜんにと

び出そう」

「5．こん虫

を調べよう」

小4「1．あた

たかくなる

と」「6．暑く

なると」「9．

すずしくな

ると」「13．寒

くなると」

「15．生き物

の１年をふ

り返って」 

小5 

中1「(1)いろ

いろな生物

とその共通

点」 

中2「(3)生物

の体のつく

りと働き」 

中3「(5)生命

の連続性」

「(7)自然と

人間」 

○自然の中での生物どうしの食べ物を通した関わりについ

て調べ，生物どうしは，「食べる」「食べられる」という関係

でつながっていると考えることができる。 

・ダンゴムシが落ち葉を食べる様子や水中の小さな生物を

観察するなどして，自然の中での動物の食べ物を調べる。(観

察①) 

・観察結果を基に，生物の食べ物を通した関わりについて考

え，まとめる。 

２ 

(2)生き物と空気とのか

かわり 

○空気中に酸素を出している物は何かに問題を見いだし，植

物が酸素を出しているかを調べることができる。 

・空気中に酸素を出している物は何かに問題を見いだし，植

物が酸素を出しているかを調べ，まとめる。(実験①) 

２ 

(3)生き物と水とのかか

わり 

○生物と水との関わりについて考え，まとめることができ

る。 

〇生物と食べ物，空気，水との関わりについて，学んだこと

をまとめることができる。 

・生物と水との関わりについて考え，まとめる。 

・地球をめぐる水と生物との関わりについて考える。 

・生物と食べ物，空気，水との関わりについて，学んだこと

をまとめる。 

１ 

〇わたしの研究 ２   

８月 ５ 月の形と太陽（６） 



６理－5 

 

(５) (1)月のようす ○２枚の日没時の月の資料写真を比較して，月の見え方につ

いて問題を見いだし，進んで月の表面の様子を観察したり，

資料などで調べたりして，月の表面の様子についてまとめる

ことができる。 

・２枚の日没時の月の資料写真を見比べて，月の見え方につ

いて問題を見いだす。 

・月の表面の様子を観察したり，資料などで調べたりする。

(観察は課外)(観察①) 

・月の表面の様子についてまとめる。 

２ 

【知技】 

・月の輝いている側に太陽がある

こと，また，月の形の見え方は，

太陽と月との位置関係によって

変わることを理解している。 

・月の形の見え方について，観察，

実験などの目的に応じて，器具や

機器などを選択して，正しく扱い

ながら調べ，それらの過程や得ら

れた結果を適切に記録している。 

【思判表】 

・月の形の見え方について見いだ

した問題について，予想や仮説を

基に，解決の方法を発想し，表現

するなどして問題解決している。 

・月の形の見え方について，観察， 

小3「6．太陽

とかげを調

べよう」「7．

太陽の光を

調べよう」 

小4「7．月や

星の見え方」

「12．物のあ

たたまり方」 

小5「1．天気

の変化」 

中1「(2)大地

の成り立ち

と変化」 

中2「(4)気象

とその変化」 

中3「(6)地球

と宇宙」「(7) 

自然と人間」 

(2)月の形の見え方 ○日没直後の月の形と位置を調べて記録し，観察した結果か

ら，月の形が日によって変わって見えることをまとめること

ができる。 

・日没直後の月の形と位置を調べて，記録する。数日後にも

う一度調べて，記録する。(観察は課外)(観察②) 

・観察結果から，月の形が日によって変わって見えることを

まとめる。 

１ 

  ○月の形が日によって変わって見えるのはなぜかに問題を

見いだし，解決するための方法を考え，ボールに光を当てる

モデル実験で確かめることができる。 

・月の形が日によって変わって見える理由を調べるための

モデル実験の方法を考える。 

・月の形が変わって見える理由を，ボールに光を当てるモデ

ル実験で確かめる。(実験①) 

２ 

実験などを行い，得られた結果を

基に考察する中で，月の位置や形

と太陽の位置との関係について，

より妥当な考えをつくりだし，表

現するなどして問題解決してい

る。  

【態】 

・月の形の見え方についての事

物・現象に進んで関わり，粘り強

く，他者と関わりながら問題解決

しようとしている。 

・月の形の見え方について学んだ

ことを学習や生活に生かそうと

している。 

 

９月 

(9) 

○実験①と観察②の結果を関係付けながら，月の形が変わっ

て見える理由を考え，月の見え方と太陽と月の位置関係につ

いてまとめることができる。 

・実験①と観察②の結果を関連付けながら，月の形が変わっ

て見える理由を考え，まとめる。 

・月の見え方と太陽と月の位置関係について，学んだことを

まとめる。 

１ 

６ 大地のつくり～大地のつくりと変化１～（８） 

(1)大地のつくり ○大地のつくりについて問題を見いだし，地層を観察して，

構成物の様子や特徴を記録し，崖がしま模様に見える理由を

考え，まとめることができる。 

・崖の様子の資料写真を見て，大地の下がどのようになって

いるのか考え，大地のつくりについて問題を見いだす。 

・崖の様子を観察する。(観察①) 

・崖がしま模様に見える理由を考え，地層についてまとめ

る。 

２ 

【知技】 

・土地は，礫，砂，泥，火山灰な

どからできており，層をつくって

広がっているものがあること，ま

た，層には化石が含まれているも

のがあることを理解している。 

・地層は，流れる水の働きや火山

の噴火によってできることを理

解している。 

・土地は，火山の噴火や地震によ

って変化することを理解してい

る。 

小3「7．太陽

の光を調べ

よう」 

小4「5．雨水

のゆくえと

地面のよう

す」「8．自然

のなかの水

のすがた」 

小5「6．流れ

る水のはた

らき」 

○地層の構成物に興味をもち，ボーリング試料や火山灰など

の地層の構成物を観察して記録し，まとめることができる。 

・ボーリング試料や火山灰などを観察し，地層のそれぞれの

層を作っている物を調べ，まとめる。(観察②) 

２ 



６理－6 

 

(2)地層のでき方 ○観察①と観察②で調べたことを基に，地層のでき方につい

て考え，水や火山のはたらきでできた地層の特徴を調べて地

層のでき方をまとめることができる。 

・観察①と観察②で調べたことを基にして，地層のでき方に

ついて考える。 

・水の働きでできた地層の特徴や，火山の働きでできた地層

の特徴をまとめる。 

１ 

・土地のつくりと変化について，

観察，実験などの目的に応じて，

器具や機器などを選択して，正し

く扱いながら調べ，それらの過程

や得られた結果を適切に記録し

ている。 

【思判表】 

・土地のつくりと変化について見

いだした問題について，予想や仮

説を基に，解決の方法を発想し，

表現するなどして問題解決して

いる。 

・土地のつくりと変化について，

観察，実験などを行い，得られた

結果を基に考察する中で，土地の

つくりやでき方について，より妥

当な考えをつくりだし，表現する

などして問題解決している。  

【態】 

・土地のつくりと変化についての 

中1「(2)大地

の成り立ち

と変化」 

中2「(4)気象

とその変化」 

中3「(6)地球

と宇宙」「(7) 

自然と人間」 (3)地層ができるしくみ ○水の働きによる地層のでき方について予想して調べ，結果

を基に，どのようなことがいえるかを考え，流れる水のはた

らきによる地層のでき方や広がりなどについて捉えること

ができる。 

・流れる水の働きによる地層のでき方を予想し，水槽に土を

流し込むモデル実験を通して調べ，まとめる。(実験①) 

２ 

○火山の働きによる地層のでき方をについて，資料などを活

用して調べることができる。また，大地のつくりについて，

学習したことをまとめることができる。 

・火山の働きによる地層のでき方を写真や資料で調べ，まと

める。 

・大地のつくりについて，学んだことをまとめる。 

１ 

   

 

事物・現象に進んで関わり，粘り

強く，他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・土地のつくりと変化について学

んだことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

 

１０月 

(12) 
７ 変わり続ける大地～大地のつくりと変化2～（５） 

(1)地震や火山の噴火と

大地の変化 

○地震や火山の噴火による大地の変化について問題を見い

だし，資料を活用して調べ，まとめることができる。 

・世界と日本の火山と主な地震が起きた場所の図を見て，地

震や火山の噴火について問題を見いだす。 

・地震や火山の噴火による大地の変化の様子について調べ

る。(調査①) 

・調べたことを発表し，地震と火山の噴火による大地の変化

についてまとめる。 

２ 

【知技】 

・土地は，礫，砂，泥，火山灰な

どからできており，層をつくって

広がっているものがあること，ま

た，層には化石が含まれているも

のがあることを理解している。 

・地層は，流れる水の働きや火山

の噴火によってできることを理

解している。 

・土地は，火山の噴火や地震によ

って変化することを理解してい

る。 

・土地のつくりと変化について，

観察，実験などの目的に応じて，

器具や機器などを選択して，正し

く扱いながら調べ，それらの過程

や得られた結果を適切に記録し

ている。 

【思判表】 

小3「7．太陽

の光を調べ

よう」 

小4「5．雨水

のゆくえと

地面のよう

す」「8．自然

のなかの水

のすがた」 

小5「6．流れ

る水のはた

らき」 

中1「(2)大地

の成り立ち

と変化」 

中2「(4)気象

とその変化」 

中3「(6)地球

と宇宙」「(7)

(2)私たちのくらしと災害 ○地震や火山の噴火による災害や災害に対する備えについ

て調べ，災害に備えることの重要性を考えることができる。 

・地震や火山の噴火による災害や災害に対する備えについ

て，調べたり考えたりする。 

１ 

○地震や火山の噴火による災害から生命を守るために自分

にできることを考え，これからの暮らしの中で生かしていこ

うという意識をもつことができる。また，火山の恵みについ

て捉えることができる。 

・災害から生命を守るためにできることを考えて，話し合

う。 

・火山の恵みについて捉える。 

１ 



６理－7 

 

●学びをつなごう 

・大地の変化についてまとめよう 

１ 

・土地のつくりと変化について見

いだした問題について，予想や仮

説を基に，解決の方法を発想し，

表現するなどして問題解決して

いる。 

・土地のつくりと変化について，

観察，実験などを行い，得られた

結果を基に考察する中で，土地の

つくりやでき方について，より妥

当な考えをつくりだし，表現する

などして問題解決している。  

【態】 

・土地のつくりと変化についての

事物・現象に進んで関わり，粘り

強く，他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・土地のつくりと変化について学

んだことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

自然と人間」 

８ てこのはたらき（９） 

 (1)てこのはたらき ○１本の棒を使っておもりを持ち上げる活動を通して，どの

ようにすれば楽に物を持ち上げることができるかに興味を

もち，調べる問題を見いだすことができる。 

・１本の棒を使って重い物を持ち上げる活動を行い，どのよ

うにすれば楽に持ち上げることができるかについて問題を 

見いだす。 

１ 

【知技】 

・力を加える位置や力の大きさを

変えると，てこを傾ける働きが変

わり，てこがつり合うときにはそ

れらの間に規則性があることを 

理解している。 

・身の回りには，てこの規則性を

利用した道具があることを理解

している。 

・てこの規則性について，実験な

どの目的に応じて，器具や機器な

どを選択して，正しく扱いながら

調べ，それらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

【思判表】 

・てこの規則性について見いだし

た問題について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・てこの規則性について，実験な

どを行い，得られた結果を基に考

察する中で，力を加える位置や力

の大きさとてこの働きとの関係

について，より妥当な考えをつく

りだし，表現するなどして問題解

決している。  

【態】 

・てこの規則性についての事物・

現象に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解決し

ようとしている。 

小3「4．風や

ゴムで動か

そう」「8．音

を出して調

べよう」「9．

物の重さを

くらべよう」 

小4「10．と

じこめた空

気と水」 

小5「10．ふ

りこのきま

り」 

中1「(1)身近

な物理現象」 

中2「(3)電気

とその利用」 

中3「(5)運動

とエネルギ

ー」「(7)科学

技術と人間」 

○てこを使って楽に物を持ち上げるには，作用点や力点の位

置をどのようにしたらよいかを予想して，調べるための方法

を考え，てこを傾けるはたらきの変化について調べ，まとめ

ることができる。 

・てこの支点，力点，作用点について知る。 

・てこを使ってできるだけ小さい力で重い物を持ち上げる

にはどうしたらよいか予想し，調べる方法を考える。 

・てこを使っておもりを持ち上げ，手ごたえを調べる。(実

験①) 

・小さい力でおもりを持ち上げることができるのはどのよ

うなときか考え，まとめる。 

２ 

(2)てこが水平につり合う

とき 

○てこを傾ける働きや，てこが水平につり合っている状態を

捉え，てこが水平につり合うときの決まりに問題を見いだ

し，解決するための方法を考えることができる。 

・てこを傾ける働きや，てこが水平につり合っている状態に

ついて捉える。 

・力の大きさは重さで表すことができることを知り，実験用

てこを用いててこが水平につり合うときの決まりを調べる

方法を考える。 

１ 

○計画を基に，てこが水平につり合うときの決まりを調べる

ことができる。 

・てこが水平につり合うときにはどのような決まりがある

のか調べる。(実験②) 
２ 



６理－8 

 

○実験結果を基に，どのようなことがいえるかを考え，てこ

が水平につり合うときの決まりを見いだし，確かめることが

できる。 

・実験結果を基に，てこが水平につり合うときの決まりにつ

いて考え，まとめる。 

１ 

・てこの規則性について学んだこ

とを学習や生活に生かそうとし

ている。 

 

 

１１月 

(12) 

○てんびんの仕組みに興味をもち，上皿てんびんで物の重さ

のつり合いを調べることができる。 

・てんびんについて捉え，上皿てんびんで物の重さを比べた

り量ったりする。 

１ 

(3)てこを利用した道具 ○身の回りにある，てこを利用した道具を探して，どのよう

にてこの働きが生かされているのかを捉えることができる。

また，てこの働きについて，学んだことをまとめることがで

きる。 

・てこを利用した道具は，どのような仕組みになっているの

か調べる。 

・てこの働きについて，学んだことをまとめる。 

１ 

９ 電気と私たちのくらし（１３） 

 (1)電気をつくる ○身の回りで電気はどのように作られたり利用されたりし

ているかに興味をもち，電気と自分たちの暮らしとの関わり

について問題を見いだすことができる。 

・町の様子の絵を見て，電気はどのように作られたり利用さ

れたりしているかを考え，電気と自分たちの暮らしとの関わ

りについて問題を見いだす。 

・身の回りで，発電している物があるか探す。 

１ 

【知技】 

・電気は，つくりだしたり蓄えた

りすることができることを理解

している。 

・電気は，光，音，熱，運動など

に変換することができることを

理解している。 

・身の回りには，電気の性質や働

きを利用した道具があることを

理解している。 

・電気の性質や働きについて，実

験などの目的に応じて，器具や機

器などを選択して，正しく扱いな

がら調べ，それらの過程や得られ

た結果を適切に記録している。 

【思判表】 

・電気の性質や働きについて見い

だした問題について，予想や仮説

を基に，解決の方法を発想し，表

現するなどして問題解決してい

る。 

・電気の性質や働きについて，実

験などを行い，得られた結果を基

に考察する中で，電気の量と働き

との関係，発電や蓄電，電気の変

換について，より妥当な考えをつ

くりだし，表現するなどして問題

解決している。  

【態】 

・電気の性質や働きについての事

物・現象に進んで関わり，粘り強

く，他者と関わりながら問題解決

小3「10．明

かりをつけ

よう」 

小4「4．電流

のはたらき」 

小5「9．電流

がうみ出す

力」 

中1「(1)身近

な物理現象」 

中2「(3)電気

とその利用」 

中3「(5)運動

とエネルギ

ー」「(7)科学

技術と人間」 

○手回し発電機や光電池にいろいろな器具を適切に接続し

て，電気を作り，作った電気を利用できることを調べ，まと

めることができる。 

・手回し発電機や光電池で電気を作り，作った電気を利用す

る。(実験①) 

・手回し発電機や光電池を使うと，発電することができるこ

とをまとめる。 

１ 

(2)電気の利用 ○コンデンサーを手回し発電機に正しく接続して電気をた

め，ためた電気を何に変えて利用できるかを調べ，その結果

を基に，電気は，光，音，運動などに変えて利用できること

をまとめることができる。 

・コンデンサーなどを使うと，蓄電できることを知る。 

・コンデンサーに電気をため，ためた電気を何に変えて利用

できるか調べる。(実験②) 

・実験結果を基に，電気は，光，音，運動などに変えて利用

できることをまとめる。 

１ 

○電熱線に電流を流すと発熱するかを調べ，まとめることが

できる。また，豆電球と発光ダイオードの特徴を捉えること

ができる。 

・電熱線に電流を流すと発熱するかどうか，発泡ポリスチレ

ンを使って調べ，まとめる。(実験③) 

・豆電球と発光ダイオードの特徴を捉える。 

１ 

(3)電気の有効利用 ○電気を効率的に使うために，暮らしの中でどのような工夫

をしているかを考え，まとめることができる。 

・電気を効率的に使うための工夫について考え，まとめる。 

１ 



６理－9 

 

○人が近づくと明かりがつき，しばらくすると消えるプログ

ラムを作り，プログラムによって，電気を効率的に使うこと

ができることを確かめることができる。 

・人が近づくと明かりがつき，しばらくすると消えるプログ

ラムを作り，明かりをつけたり消したりする。 

・どれだけ電気を効率的に使うことができたか計測する。 

４ 

しようとしている。 

・電気の性質や働きについて学ん

だことを学習や生活に生かそう

としている。 

(4)電気の利用した物を

つくろう 

○これまでに学んだことを生かして電気を利用した物を作

ることに興味をもち，目的をもって作る物を決め，完成させ

るための計画を立てて，工夫して製作することができる。 

・これまでに学んだことを生かして，電気を利用した物を作

る。 

２ １２月 

(9) 

○これまでの学習を振り返って，電気の利用と私たちの暮ら

しについてまとめることができる。 

・電気の働きや利用について，学んだことをまとめる。 

１ 

●学びをつなごう 

・電気について考えよう 
１ 

１０ 水溶液の性質とはたらき（１７） 

 (1)水溶液にとけている

物 

○水溶液を区別することに興味をもち，５種類の水溶液には

どのような違いがあるか予想し，自らの予想を確かめるため

の方法を考えることができる。 

・漫画を読んで，水溶液の違いについて問題を見い出す。 

・食塩水，石灰水，アンモニア水，塩酸，炭酸水にはどのよ

うな違いがあるか予想し，違いを調べる方法を考える。 

１ 

【知技】 

・水溶液には，酸性，アルカリ性

及び中性のものがあることを理

解している。 

・水溶液には，気体が溶けている

ものがあることを理解している。 

・水溶液には，金属を変化させる

ものがあることを理解している。 

・水溶液の性質や働きについて，

実験などの目的に応じて，器具や 

機器などを選択して，正しく扱い

ながら調べ，それらの過程や得ら

れた結果を適切に記録している。 

【思判表】 

・水溶液の性質や働きについて見

いだした問題について，予想や仮

説を基に，解決の方法を発想し，

表現するなどして問題解決して

いる。 

・水溶液の性質や働きについて，

実験などを行い，得られた結果を

基に考察する中で，溶けている物

による性質や働きの違いについ

て，より妥当な考えをつくりだ

し，表現するなどして問題解決し

ている。  

【態】 

・水溶液の性質や働きについての

事物・現象に進んで関わり，粘り

強く，他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

小4「14．水

のすがたと

温度」 

小5「7．物の

とけ方」 

中1「(2)身の

回りの物質」 

中2「(4)化学

変化と原子・

分子」 

中3「(6)化学

変化とイオ

ン」「(7)科学

技術と人間」 

○５種類の水溶液について，器具や水溶液を適切に扱い，何

が溶けているかを調べることができる。 

・５種類の水溶液の違いを調べる。(実験①) 

２ 

○実験結果を基に，液中の水を蒸発させて白い物が残った水

溶液には固体が溶けていることをまとめることができる。 

・実験結果を基に，水溶液には固体が溶けている物があるこ

とをまとめる。 

１ 

○液中の水を蒸発させて何も残らなかった水溶液には何が

溶けているかに問題を見いだし，器具や水溶液を適切に扱

い，炭酸水には何が溶けているかを調べることができる。 

・二酸化炭素は水に溶けるか調べる。(実験③) 

１ 

○二酸化酸素は水に溶けるかに問題を見いだし，解決するた

めの方法を考えて，調べることができる。 

・二酸化炭素は水に溶けるか調べる。(実験③) 

１ 

１月 

(6) 

○実験②と実験③の結果を基に，どのようなことがいえるか

を考え，水溶液には気体が溶けている物があることをまとめ

ることができる。 

・実験②と実験③の結果を基に，炭酸水には二酸化炭素が溶

けているか考え，まとめる。 

・水溶液には気体が溶けている物があることをまとめる。 

１ 

(2)水溶液のなかま分け ○リトマス紙を正しく使って水溶液の性質を調べ，色の変化

の様子を整理して，記録することができる。 

・リトマス紙を使って，水溶液をなかま分けする。(実験④) 

・水溶液は，酸性，中性，アルカリ性になかま分けできるこ

とをまとめる。 

１ 
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○リトマス紙の色の変化によって，水溶液を３種類になかま

分けし，水溶液には酸性，中性，アルカリ性のものがあるこ

とを捉えることができる。 

・身の回りのいろいろな水溶液をリトマス紙につけて，性質

を調べる。 

・水溶液の性質を調べることができる物について知る。 

１ 

・水溶液の性質や働きについて学

んだことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

(3)水溶液のはたらき ○酸性の水溶液が，金属を変化させるかについて予想し，金

属に塩酸や炭酸水を注ぐとどうなるかを調べ，まとめること

ができる。 

・水溶液には金属を変化させる働きがあるか予想し，金属に

塩酸や炭酸水を注ぐとどうなるかを調べ，まとめる。(実験

⑤) 

2 

○塩酸に溶けた金属はどうなったのかについて，既習の内容

や生活経験を基に予想し，解決するための方法を考えること

ができる。 

・塩酸に溶けた金属はどうなったのか予想し，調べる方法を

考える。 

1 

２月 

(9) 

 ○器具や水溶液を適切に扱い，塩酸に金属が溶けた液を蒸発

させて，溶けた金属を取り出すことができるかを調べること

ができる。 

・塩酸にアルミニウム（または鉄）が溶けた液を蒸発させて，

溶けた金属を取り出すことができるか調べる。(実験⑥) 

１ 

  

○実験結果を基に考察して，金属が溶けた液から出てきた固

体は元の金属と同じ物なのかに問題を見いだし，出てきた固

体の性質を調べるための方法を考えることができる。 

・液を蒸発させて出てきた固体の性質を調べる方法を考え

る。 

１ 

〇自分たちで考えた方法で，固体の性質を調べることができ

る。 

・自分たちで考えた方法で，固体の性質を調べる。(実験⑦) 

１ 

○他のグループの実験結果も合わせて，どのようなことがい

えるかを考え，水溶液には金属を変化させる物があることを

まとめることができる。 

・水溶液には金属を変化させる物があるか考え，まとめる。 

１ 

○水溶液の性質と働きについて，学習したことをまとめるこ

とができる。 

・水溶液の性質と働きについて，学習したことをまとめる。 

１ 

１１ 地球に生きる（１０） 

 (1)人と環境のかかわり ○地球や生物の写真を見たり，既習の内容を振り返ったりし

ながら，進んで地球と私たちの暮らしとの関わりについて考

え，問題を見いだすことができる。 

・資料写真を見て，人と環境との関わりについて考える。 

１ 

【知技】 

・人は，環境と関わり，工夫して

生活していることを理解してい

る。 

・人の生活と環境との関わりにつ

いて，調査などの目的に応じて，

資料などを選択して調べ，それら

の過程や得られた結果を適切に

記録している。 

【思判表】 

・人の生活と環境との関わりにつ

小3「1．春の

しぜんにと

び出そう」

「5．こん虫

を調べよう」

小4「1．あた

たかくなる

と」「6．暑く

なると」「9．

すずしくな

ると」「13．寒

○人は，空気や水，他の生物とどのように関わり，その結果，

どのような影響を及ぼしているかを調べ，まとめることがで

きる。 

・人は空気や水などの環境とどのように関わり，その結果，

どのような影響を及ぼしているかを調べ，まとめる。(活動

①) 

２ 

(2)環境を守る ○人や他の生物が地球で暮らし続けるための環境保全に対
２ 
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３月 

(6) 

する取り組みについて調べ，まとめることができる。 

・環境を守るための工夫や努力について調べ，まとめる。(活

動②) 

いて見いだした問題について，予

想や仮説を基に，解決の方法を発

想し，表現するなどして問題解決

している。 

・人の生活と環境について，調査

などを行い，得られた結果を基に

考察する中で，人の生活と環境と

の関わりについて，より妥当な考

えをつくりだし，表現するなどし

て問題解決している。  

【態】 

・人の生活と環境との関わりにつ

いての事物・現象に進んで関わ

り，粘り強く，他者と関わりなが

ら問題解決しようとしている。 

・人の生活と環境との関わりにつ

いて学んだことを学習や生活に

生かそうとしている。 

くなると」

「15．生き物

の１年をふ

り返って」 

中1「(1)いろ

いろな生物

とその共通

点」 

中2「(3)生物

の体のつく

りと働き」 

中3「(5)生命

の連続性」

「(7)自然と

人間」 

(3)環境の変化に対応す

る 

○火山の噴火や地震，台風や洪水などによって受ける影響を

小さくするための取り組みについて調べ，考えることができ

る。 

・火山の噴火や地震，台風や洪水などによって受ける影響を

小さくするための取り組みについて調べたり考えたりする。 

２ 

○人が地球で暮らし続けるために，自分たちにできることを

考え，これからの暮らしのなかで，進んで実行していこうと

考えることができる。 

・人が地球で暮らし続けるために，自分たちでできることを

考え，発表し合う。 

・資料を読んで，SDGsについて知り，持続可能な開発目標の

中で，その目標を達成するために自分でできることを考え

る。 

・人と環境との関わりについてまとめる。 

２ 

○学んだことをふり返ろう １ 

 


